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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
15
章　
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
報
道

Ⅰ　
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
宮
古
市
へ
の
取
材

�

假
屋
雄
一
郎

　
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア
が
東
日
本
大
震
災
を
大
き
く
報
道
す
る
な
か
、
日
本
人
が

パ
ニ
ッ
ク
を
起
さ

ず
、
救
援
物
資
の

奪
い
合
い
も
な
く

苦
境
に
耐
え
て
い

る
姿
に
驚
嘆
と
讃

辞
が
送
ら
れ
た
。

　
宮
古
市
へ
も
震

災
直
後
か
ら
国
内

外
の
取
材
が
多
く

入
り
、「
万
里
の

長
城
」
と
言
わ
れ

た
巨
大
防
潮
堤
で

も
防
げ
な
か
っ
た

津
波
の
猛
威
が
取

上
げ
ら
れ
た
。
市

長
を
は
じ
め
危
機

管
理
課
職
員
な

ど
、
不
眠
不
休
で

震
災
対
応
に
追
わ

れ
る
な
か
可
能
な

限
り
取
材
に
も
応

じ
た
。
表
１
に
記

録
が
残
っ
た
海
外

メ
デ
ィ
ア
の
取
材

状
況
を
掲
げ
る
が
、
震
災
後
の
混
乱
状
況
と
膨
大
な
業
務
に
あ
た
る
中
で
、
記
録

さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
数
多
く
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
御
容
赦
を
お
願
い
し
た
い
。

　
平
成
27
年
９
月
に
は
東
南
ア
ジ
ア
主
要
紙
６
社
が
復
興
状
況
に
つ
い
て
市
長
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
震
災
か
ら
５
年
の
節
目
と
な
る
平
成
28
年
３

月
に
は
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
特
派
員
ツ
ア
ー
が
組
ま
れ
た
。

　
市
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ほ
か
、
田
老
防
潮
堤
や
高
台
の
整
備
と
住
宅
移
転

が
す
す
む
復
興
状
況
が
取
材
さ
れ
た
。

Ⅱ　
中
国
メ
デ
ィ
ア
の
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
報
道

　
　
　
　
　
　
―
『
人
民
日
報
』、『
四
川
日
報
』
を
中
心
に�

――

�

何　
為
民

は
じ
め
に

　
筆
者
は
２
０
１
１
年
２
月
23
日
に
、
日
本
で
の
留
学
を
終
え
、
中
国
広
西
チ
ワ

ン
族
自
治
区
北
海
市
に
あ
る
北
京
航
空
航
天
大
学
北
海
学
院
に
赴
任
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
帰
国
間
も
な
い
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
午
後
、
い
つ
も
の
通
り
に
授

業
を
終
え
、
宿
舎
に
帰
る
際
に
親
戚
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
日
本
で
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
。
慌
て
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と
、
中
国
中
央
テ
レ
ビ
13
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
ニ
ュ
ー
ス
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
が
地
震

の
状
況
を
中
継
で
途
切
れ
な
く
報
道
し
続
け
て
い
る
。
筆
者
は
日
本
に
い
る
家
族

と
の
連
絡
も
取
れ
ず
、
夜
に
な
っ
て
よ
う
や
く
家
族
の
無
事
を
確
認
で
き
た
。
ま

た
、
筆
者
の
指
導
教
授
で
あ
る
神
田
よ
り
子
先
生
に
も
連
絡
を
し
て
無
事
と
確
認

で
き
た
が
、
岸
昌
一
先
生
が
宮
古
市
に
い
る
こ
と
を
知
り
、
不
安
で
た
ま
ら
な
か
っ

た
。そ
の
後
、神
田
先
生
を
通
じ
て
岸
昌
一
先
生
が
無
事
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
れ
が
今
回
の
震
災
に
関
し
て
の
宮
古
市
と
の
最
初
の
か
か
わ
り
と
な
っ
た
。

１　
宮
古
調
査
の
は
じ
ま
り

　
２
０
１
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
筆
者
は
敬
和
学
園
大
学
で
１
年
間
特
任
准
教
授

と
し
て
再
来
日
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
神
田
先
生
は
筆
者
が
日
本
に
い
る
間
に
、

多
く
の
調
査
研
究
に
参
加
し
、
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
す

表１　海外メディアの取材
年 月 日 放送局（国名） 内　容

2011年3月11日 BBC 放送（イギリス） 市長インタビュー、田老防潮堤
2011年4月5日 中国国営放送 市長インタビュー
2011年5月28日 オーストラリア放送協会 市長インタビュー
2011年9月1日 フランス国営放送 発災当時の様子など
2011年3月7日 財新伝媒（中国） 市長電話取材
2011年11月26日 タイ PBS 田老防潮堤・グリーンピア仮設商店街取材

2015年9月10日

フィリピンスター紙（フィリピン）
星洲日報（マレーシア）
ジャワ・ポス紙（インドネシア）
マティチョン紙（タイ）
アイランド紙（スリランカ）
ハビール・デイリー紙（モルディブ）

市長インタビュー
（東南アジア主要紙６社）

2016年3月4日

法制日報・人民日報（中国）
中央通信社・中国時報（台湾）
総合ニュース・ＹＴＮ（韓国）
VNA（ベトナム）
チャンネルニューアジア（シンガポール）
il sole 24 ore ( イタリア）
Sueddeutsche Zeitung（ドイツ）
GAMMA PRESS（フランス）
USA　TODAY（アメリカ）
中央日報（韓国）

海外メディア特派員ツアー
市長インタビュー、田老防潮堤、
高台、田老市街地視察

海外メディアの東日本大震災に対する報道
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城
」
と
も
い
わ
れ
た
ほ
ど
堅
固
な
防
波
堤
で
あ
る
が
、
大
津
波
で
完
全
に
崩
壊
し

た
。
そ
の
上
に
昇
っ
て
み
る
と
、２
０
１
４
年
５
月
当
時
は
一
部
分
が
修
復
し
つ
つ
、

一
部
分
は
依
然
と
し
て
崩
壊
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
言
葉

も
出
な
い
ほ
ど
の
大
惨
事
だ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
写
真
１
は
東
日
本
大
震

災
後
、
宮
古
の
人
々
が
災
害
に
負
け
ず
、
懸
命
に
復
旧
工
事
を
行
っ
た
結
果
、
一

部
分
「
万
里
の
長
城
」
を
修
復
し
た
こ
と
で
あ
る
。
写
真
２
は
、
ま
だ
修
復
さ
れ

て
い
な
い
部
分
で
あ
り
、
震
災
後
の
ま
ま
残
っ
た
も
の
の
、
復
興
は
ま
だ
長
い
道

の
り
で
あ
る
と
物
語
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
12
月
22
日
か
ら
の
３
回
目
の
調
査
で
は
、
大
震
災
の
最
中
に
宮
古

市
に
唯
一
灯
り
が
灯
り
続
け
て
い
た
場
所
、
後
藤
医
院
の
院
長
後
藤
康
文
先
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
筆
者
の
注
意
を
引
い
た
こ
と
は
院
長
が
中

国
山
東
省
煙
台
市
開
発
区
病
院
へ
腎
臓
人
工
透
析
機
を
寄
付
し
、
煙
台
市
の
栄
誉

市
民
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
日
中
友
好
協
会
副
会
長
を
し
て
い
た
後
藤
先
生
は
、
中
国
と
の
友
好
事

業
と
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
た
と
き
、
人
工
透
析
機
の
寄
付
を
思
い
つ
い

た
。
そ
し
て
１
９
９
１
年
に
煙
台
市
の
病
院
へ
寄
付
し
、
し
か
も
技
術
者
の
養

成
に
も
力
を
注
い
だ
。
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
煙
台
市
と
宮
古
市
が

１
９
９
３
年
に
友
好
協
力
都
市
を
締
結
さ
せ
た
。
中
国
人
の
筆
者
に
と
っ
て
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
国
際
交
流
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
後
藤
先
生
は
、
宮
古
市
で
震

度
７
以
上
、
そ
し
て
20
㍍
の
津
波
に
も
耐
え
、
自
家
発
電
装
置
も
装
備
す
る
病
院

の
建
設
を
決
意
し
た
。
ま
た
地
震
に
よ
る
津
波
が
押
し
寄
せ
た
際
に
も
、
多
く
の

市
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
も
想
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、

人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
患
者
は
問
題
な
く
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ

ら
に
大
津
波
が
襲
来
し
た
と
き
に
も
後
藤
病
院
は
、
患
者
を
救
う
役
割
を
果
た
し

た
の
み
な
ら
ず
、
２
０
０
人
以
上
も
の
避
難
者
も
受
け
入
れ
た
。
当
時
の
宮
古
市

民
に
元
気
を
与
え
た
灯
り
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
記
録
す
る
た
め
に
、
震
災
後

『
灯
り
続
け
た
街
の
明
か
り
』
と
い
う
映
画
も
作
ら
れ
、
世
界
36
の
国
々
に
配
信
す

る
こ
と
に
な
り
、
中
国
向
け
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
作
ら
れ
た
。
２
０
１
４
年
11
月
13
日
に

め
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
記
憶
・
記
録
の
調
査
方
法
を
学
ぶ
貴
重
な
チ
ャ
ン

ス
と
思
い
、「
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
記
憶
伝
承
事
業
」
の
調
査
に
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
て
本
格
的
に
宮
古
調
査
に
参
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
調
査
は
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
と
記
録
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
い
う

目
的
で
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
外
国
人
と
し
て
自
分
の
立
場
か
ら
記
録

し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
２
０
１
４
年
５

月
の
連
休
、
８
月
の
お
盆
、
12
月
22
、
23
、
24
日
の
３
回
に
わ
た
っ
て
宮
古
市
を

訪
れ
調
査
を
行
っ
た
。
５
月
３
日
に
宮
古
市
に
到
着
し
、
翌
日
か
ら
調
査
に
乗
り

出
し
た
。

　
『
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録
』（
宮
古
市
２
０
１
４
）
に
よ
る
と
、
宮
古
市

の
死
亡
者
数
５
１
７
人
、
行
方
不
明
者
96
人
、
住
宅
全
壊
５
千
９
６
８
棟
、
大
規

模
半
壊
と
半
壊
が
あ
わ
せ
て
２
千
５
０
９
棟
で
あ
る
。
地
震
に
よ
る
津
波
遡
上
高

は
37
・
９
㍍
に
も
な
っ
た
。
爆
弾
が
爆
発
し
た
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
瓦

礫
が
積
み
重
な
っ
た
悲
惨
な
状
況
は
、
宮
古
市
が
収
録
し
た
写
真
集
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か

ら
わ
か
っ
た
。
そ
の
中
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
の
一
つ
に
田
老
地
区
が

あ
る
。
岸
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
田
老
地
区
の
防
潮
堤
へ
行
っ
て
み
た
。「
万
里
の
長

写�真１・２　2014年５月４日に撮影した田老地区
の「万里の長城」

各分野での震災後の取り組み



755

中
友
好
を
醸
成
す
る
た
め
、
大
い
に
取
り
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
の
結
論
を
だ

し
た
。『
北
京
晩
報
』
は
北
京
市
民
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
東
日

本
大
震
災
に
関
す
る
報
道
口
調
は
、『
人
民
日
報
』
と
比
較
す
る
と
、
地
震
そ
の
も

の
を
報
道
す
る
こ
と
が
少
な
い
。
そ
れ
で
も
大
震
災
の
際
に
、
日
本
国
民
が
慌
て

ず
社
会
秩
序
を
守
る
よ
う
な
行
動
を
し
た
と
称
賛
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
を
通
し

て
中
国
国
民
に
社
会
秩
序
を
守
る
意
識
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
論
文
は
『
人
民
日
報
』
の
報
道
傾
向
は
外
向
け
、『
北
京
晩

報
』
は
内
向
け
で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

内
容
で
、
ど
ん
な
視
点
で
報
道
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
注（
３
）。

　
実
際
、『
北
京
晩
報
』
も
中
国
共
産
党
北
京
委
員
会
機
関
紙
で
あ
り
、
北
京
晩

報
新
聞
社
は
『
北
京
晩
報
』、『
北
京
日
報
』
と
『
北
京
晨
報
』
を
発
行
し
、
北
京

か
ら
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
新
聞
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
同
時
に
北

京
と
い
う
首
都
の
特
殊
な
地
方
紙
で
あ
り
、
報
道
内
容
は
『
人
民
日
報
』
と
き
わ

め
て
近
い
。

　
ま
た
２
０
１
１
年
の
『
放
送
研
究
と
調
査
』
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
日
中
韓

が
如
何
に
伝
え
た
の
か
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
成
果
を
ま
と
め
て
載
せ
て
い

る
。
こ
れ
は
主
に
テ
レ
ビ
の
報
道
状
況
を
論
じ
た
も
の
で
、
中
国
の
テ
レ
ビ
報
道

に
つ
い
て
は
、
党
の
宣
伝
機
関
の
立
場
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
道
は
客
観

性
を
持
つ
面
が
あ
る
と
評
価
し
た
注（
４
）。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
３
年
目
の
２
０
１
４
年
３
月
に
、『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

＆
メ
デ
ィ
ア
』
に
は
山
本
賢
二
の
「
福
島
原
発
事
故
と
中
国
メ
デ
ィ
ア
」
の
論
文

来
日
し
た
煙
台
市
の
医
院
関

係
者
が
宮
古
で
研
修
し
、「
技

術
研
修
や
震
災
時
の
対
応
な

ど
学
ぶ
こ
と
は
多
い
」
と
関

心
を
寄
せ
た
注（
１
）。

　
今
回
は
調
べ
て
ゆ
く
う
ち

に
中
国
と
の
か
か
わ
り
も
現

れ
、
宮
古
か
ら
国
際
交
流
の

展
開
も
見
え
て
き
て
、
地
方

や
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流

の
重
要
さ
を
感
じ
た
。

２　
『
人
民
日
報
』
と
『
四

川
日
報
』
の
報
道
内
容

　
本
稿
は
、
中
国
メ
デ
ィ
ア

が
東
日
本
大
震
災
を
如
何
に
報
道
し
た
の
か
を
調
べ
、
そ
れ
を
分
析
し
た
。

　
⑴　
こ
れ
ま
で
の
報
告
内
容

　
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
は
多
く
の
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
で
中
国
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
に
つ
い
て
の
研
究
も
少
な
く
な
い
。「
中
国
メ

デ
ィ
ア
か
ら
見
た
東
日
本
大
震
災
」
は
、『
人
民
日
報
』
と
『
北
京
晩
報
』
の
記
事

を
中
心
に
し
た
研
究
成
果
で
あ
り
、
主
に
「
中
国
メ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に
伝
え

た
か
」注（
２
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
調
査
期
間
は
２
０
１
１
年
３
月
11
日
か
ら

４
月
13
日
の
１
か
月
間
で
、
地
震
発
生
後
の
２
日
目
か
ら
４
日
間
を
分
析
し
て
い

る
。
両
新
聞
が
東
日
本
大
震
災
を
ど
の
よ
う
に
報
道
し
た
の
か
を
調
査
し
た
も
の

で
あ
る
。『
人
民
日
報
』
が
中
国
国
内
で
最
大
の
発
行
部
数
を
誇
る
新
聞
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
大
震
災
に
関
す
る
強
調
点
が
低
く
は
な
く
、
む
し
ろ
日

注（
１
）�『
宮
古
民
友
』
２
０
１
４
年
11
月
15
日
１
面
「
中
国
・
煙
台
市
の
医
院
関
係
者
宮

古
で
研
修
・
新
睦
交
流
」

注（
２
）�
文
俊・宮
崎
恒
平「
中
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
見
た
東
日
本
大
震
災
―『
人
民
日
報
』と『
北

京
晩
報
』
の
紙
面
比
較
を
通
じ
て
」『
日
中
社
会
学
研
究
』
２
０
１
２
年
１
月
66
頁

注（
３
）�

前
掲
（
２
）
66
～
87
頁
参
照

注（
４
）�

山
田
賢
一
「『
東
日
本
大
震
災
』
は
日
中
韓
で
ど
う
伝
え
ら
れ
た
の
か
―
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
の
報
告
・
議
論
か
ら
」『
放
送
研
究
と
調
査
』
２
０
１
１
年
12
月
号　

12
～
20
頁
参
照
。

写真３　後藤先生をインタビューしたとき

海外メディアの東日本大震災に対する報道
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『
人
民
日
報
』
は
「
中
国
の
特
色
社
会
主
義
道
路
、
理
論
シ
ス
テ
ム
、
制
度
及
び

改
革
開
放
と
社
会
主
義
近
代
化
の
業
績
を
宣
伝
す
る
」
と
の
主
旨
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
世
界
１
０
０
国
と
地
域
で
発
行
さ
れ
、
２
０
１
３
年
ま
で
に
年
間
３
０
０
万

部
の
発
行
部
数
に
達
し
て
い
る
６
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
世
界
に
お
い
て
も
こ
の
新
聞

の
宣
伝
効
果
は
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
民
日
報
社
の
所
在
地
は
北
京
に
あ

り
、
首
都
に
立
地
に
す
る
こ
と
で
中
国
全
体
の
情
報
を
国
内
だ
け
で
は
な
く
広
く

国
際
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
四
川
日
報
』
は
、『
人
民
日
報
』
と
政
治
的
な
役
割
は
同
じ
だ
が
、
中
国
共
産

党
四
川
省
委
員
会
の
機
関
紙
で
あ
り
、『
人
民
日
報
』
と
同
様
に
、
中
国
共
産
党
の

国
策
宣
伝
機
関
で
あ
る
一
方
、
四
川
省
を
中
心
に
宣
伝
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本

の
地
方
新
聞
と
同
じ
部
分
が
あ
る
が
、
四
川
に
お
け
る
共
産
党
の
指
導
状
況
を
伝

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。『
四
川
日
報
』
も
党
の
「
喉
舌
」
と
い
う
言
葉
が
表
現

す
る
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
の
政
策
、
治
国
理
念
な
ど
を
宣
伝
し
、
党
に
反
す
る

宣
伝
を
し
な
い
と
い
う
基
本
的
な
規
則
が
あ
る
。
ま
た
、『
四
川
日
報
』
は
四
川
省

に
立
脚
し
、
省
域
人
民
の
生
活
に
密
着
し
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
提
供
す
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
は
同
じ
共
産
党
の
宣
伝
機
構
で

あ
る
が
、
報
道
に
お
け
る
重
点
が
異
な
る
。

　
今
回
『
四
川
日
報
』
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
中

国
四
川
省
汶
川
地
域
で
は
２
０
０
８
年
５
月
12
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８・０
の
大

地
震
が
あ
り
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
は
感
謝
の
世
論
が
極
め
て
高
か
っ
た
。
日
本

は
救
援
隊
を
派
遣
し
、
負
傷
し
た
人
を
救
助
し
た
り
、
日
本
の
経
験
を
生
か
し
て

積
極
的
に
救
済
活
動
を
行
っ
た
こ
と
は
、
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く
取
り
上
げ
、

高
く
評
価
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
今
回
の
大
震
災
に
つ
い
て
、
特
に
近
い
過
去
に

大
き
な
震
災
を
経
験
し
た
震
災
地
の『
四
川
日
報
』が
如
何
に
報
道
し
て
き
た
の
か
、

興
味
深
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
の
報
道
内
容
が
同
じ
な
の
か
異
な
る
の

が
掲
載
さ
れ
、
中
国
共
産
党
機
関
誌
『
求
是
』
に
載
っ
た
福
島
原
発
事
故
に
関
す

る
中
国
論
文
を
検
討
し
、
中
国
は
あ
の
原
発
事
故
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の
か
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
以
上
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
報
道
の
研
究
を
概

観
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
通
信
社
な
ど
の
報
道
状
況
が
研
究
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
特
に
新
聞
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
２
０
１
１
年
の
み
検
討
し
て
い

た
こ
と
や
、
メ
デ
ィ
ア
業
界
が
災
害
の
報
道
を
如
何
に
行
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い

て
の
研
究
が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
の
１
周
年
、
２
周
年
の
時
期
に
は
、
人
類
史
上

で
も
大
き
な
災
難
に
つ
い
て
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
が
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
に
は

言
及
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
後
、
日
本
の
被
災
地
の
復
興
に
つ
い

て
の
報
道
を
検
討
す
る
成
果
も
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
本
稿
で
は
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
内
容
に
注
目
し
、

特
に
１
～
４
周
年
に
『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
が
ど
の
よ
う
な
報
道
を
し

て
き
た
の
か
を
中
心
に
検
討
す
る
。
研
究
方
法
と
し
て
は
、
２
つ
の
新
聞
の
報
道

内
容
を
考
察
し
、
さ
ら
に
日
中
関
係
の
変
化
を
背
景
に
、
報
道
の
視
点
の
変
化
に

つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

　
⑵　
『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
を
選
ん
だ
理
由

　
『
人
民
日
報
』
は
中
国
共
産
党
制
度
下
で
、
共
産
党
国
策
宣
伝
機
関
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
常
に
「
党
の
喉
舌
」
と
表
現
さ
れ
、
共
産
党
に
と
っ
て
重
要
な

宣
伝
機
構
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
１
９
４
８
年
６
月
15
日
、『
人
民
日
報
』
を
中
国
共
産
党
華
北
局
注（
５
）
機
関
紙

と
し
て
創
刊
さ
れ
、
１
９
４
９
年
８
月
１
日
、
中
国
共
産
党
は
北
京
を
解
放
し
、

政
権
を
成
立
す
る
際
に
、『
人
民
日
報
』
を
中
国
共
産
党
機
関
紙
と
し
た
。「
人
民

日
報
」
の
題
字
は
毛
沢
東
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
、ユ
ネ
ス
コ
（
国

際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
は
『
人
民
日
報
』
を
「
世
界
十
大
新
聞
紙
」
の
一

つ
と
認
定
し
た
。

注（
５
）�

中
国
共
産
党
華
北
地
域
を
管
理
す
る
共
産
党
機
関
で
、華
北
は
北
京
、天
津
、河
北
、

内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
、
山
東
、
河
南
の
黄
河
の
北
部
分
の
地
域
を
指
し
て
い
る
。

注（
６
）�http:/*/w

w
w
.people.com

.cn/G
B/50142/104580/　

『
人
民
日
報
』

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

各分野での震災後の取り組み
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を
し
た
り
、
あ
る
都
市
で
は
市
長
や
市
会
議
員
も
街
頭
で
、
四
川
省
汶
川
被
災
地

の
た
め
に
募
金
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　
そ
の
上
で
、
そ
の
よ
う
な
感
動
さ
せ
る
場
面
は
忘
れ
ら
れ
な
い
と
述
べ
た
上
で
、

今
回
の
東
日
本
大
震
災
は
中
国
が
恩
を
知
り
、
恩
に
報
い
る
べ
き
で
あ
り
、
救
援

の
手
を
さ
し
の
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
注（
７
）。

　
３
月
15
日
の
、『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
は
、
中
国
国
家
主
席
の
胡
錦
濤

が
天
皇
陛
下
と
、
衆
・
参
議
院
議
長
あ
て
に
、
見
舞
い
の
電
報
を
打
っ
た
と
１
面

の
ト
ッ
プ
欄
に
載
っ
た
。

　
ま
た
中
国
の
救
援
隊
は
３
月
13
日
19
時
、
岩
手
県
花
巻
空
港
に
到
着
し
、
そ
の

後
日
本
側
が
用
意
し
た
バ
ス
で

大
船
渡
市
へ
行
っ
た
こ
と
が
報

じ
ら
れ
、
翌
日
に
は
さ
っ
そ
く

救
援
活
動
に
参
加
し
た
。『
人

民
日
報
』
や
『
四
川
日
報
』
も

中
国
救
援
隊
の
活
動
を
シ
リ
ー

ズ
で
報
道
し
、
中
国
の
恩
返

し
の
た
め
の
活
動
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
た
。
３
月
15
日
に
は

２
０
０
棟
が
崩
壊
し
た
住
宅
を

捜
索
し
た
こ
と
、
ま
た
当
時
被

災
地
で
は
物
資
が
極
め
て
少
な

く
、
救
援
隊
隊
員
が
節
約
の
た

め
に
、
洗
顔
や
歯
を
磨
く
こ
と

さ
え
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た

同
日
に
は
倒
壊
し
た
家
屋
で
年

配
者
の
遺
体
を
発
見
し
た
事
な

ど
を
報
じ
た
。

　
地
元
の
人
々
も
中
国
救
援
隊

か
も
見
て
お
き
た
い
。

３　
２
つ
の
新
聞
紙
の
報
道
内
容
に
つ
い
て

　
⑴　
地
震
後
の
『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
の
は
午
後
で
あ
っ
た
。

中
国
の
新
聞
は
最
新
情
報
を
伝
え
る
た
め
の
号
外
と
い
う
形
で
発
行
す
る
こ
と

は
極
め
て
少
な
い
か
ら
、
記
事
の
掲
載
は
、
次
の
12
日
に
な
る
。
２
０
１
１
年
３

月
12
日
の
『
人
民
日
報
』
は
１
面
に
「
日
本
発
生
特
大
地
震
海
嘯
」（
日
本
で
特

大
の
地
震
と
津
波
が
発
生
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
大
き
く
取
り
上
げ
た
。
字
数

は
お
よ
そ
３
０
０
字
余
り
、『
人
民
日
報
』
東
京
駐
在
記
者
が
報
じ
た
。
３
面
に

は
「
特
大
地
震
海
嘨
襲
撃
日
本
」（
大
き
な
地
震
と
津
波
が
日
本
を
襲
撃
）
と
し
て

１
千
８
０
０
字
余
り
の
文
章
で
地
震
発
生
後
に
東
京
で
電
車
が
止
ま
り
、
成
田
空

港
が
閉
鎖
、
新
幹
線
の
運
行
が
見
合
わ
さ
れ
た
な
ど
の
混
乱
状
況
、
そ
し
て
政
府

が
緊
急
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
な
ど
を
報
じ
た
。
同
面
で
は
中
国
外
務
省

報
道
官
の
談
話
を
発
表
し
、
中
国
政
府
は
援
助
を
す
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　
中
国
で
は
毎
年
３
月
に
「
全
国
人
民
代
表
大
会
」（
全
人
代
）
と
全
国
政
治
協

商
会
議
、
す
な
わ
ち
「
両
会
」
の
開
催
が
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
は
こ
の
「
両
会
」

の
最
中
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
人
民
日
報
』
が
大
々
的
に
報
じ
た
の
は
、

中
国
政
府
が
こ
の
震
災
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
四
川
日
報
』
で
は
、
新
華
社
通
信
の
ニ
ュ
ー
ス
内
容
を
１
面
で
報
じ
た
。「
日

本
８・８
級
大
地
震
引
発
海
嘯
」（
日
本
で
８・８
の
大
地
震
が
津
波
を
引
き
起
こ

す
）と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、約
１
千
字
弱
の
文
章
で
大
震
災
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
８
面
に
ほ
ぼ
１
面
を
使
っ
て
震
災
状
況
を
詳
し
く
紹
介
す
る

と
と
も
に
、「
一
衣
帯
水
、
感
同
身
受
」（
一
衣
帯
水
で
、
自
分
自
身
が
災
難
に
遭
っ

た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
文
章
が
注
目
さ
れ
る
。
記
事
内
容

は
主
に
日
本
政
府
と
国
民
に
対
し
、
中
国
は
信
頼
で
き
る
隣
国
で
あ
り
、
今
回
の

地
震
は
、
中
国
の
人
々
が
２
０
０
８
年
四
川
省
汶
川
で
起
き
た
地
震
を
想
起
さ
せ

る
。
そ
の
当
時
、
日
本
が
迅
速
に
救
援
隊
を
派
遣
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
服
を
着

て
被
災
地
で
懸
命
に
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
中
国
駐
在
日
本
記
者
は
、

日
本
の
一
般
市
民
、
学
生
、
民
間
企
業
が
中
国
の
被
災
地
の
人
々
の
た
め
に
募
金

注（
７
）『
四
川
日
報
』
２
０
１
１
年
11
月
12
日
８
面
参
照
。

写真４　�『四川日報』が2011年３月12日８面に掲載した地震の写真

海外メディアの東日本大震災に対する報道
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た
が
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
注
目
は
続
い
た
。
し
か
し
大
地
震
発
生
か
ら
１
か
月

後
の
２
０
１
１
年
４
月
11
日
付
け
の
『
人
民
日
報
』
に
は
大
地
震
に
関
す
る
報
道

は
な
か
っ
た
。
４
月
12
日
に
は
、
日
本
と
中
国
雲
南
省
地
震
に
お
い
て
、
60
歳
以

上
の
被
災
者
に
対
す
る
40
万
元
の
精
神
健
康
調
整
金
と
、
住
居
な
ど
を
提
供
し
た

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
４
月
16
日
以
降
、
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
報
道
は
、
ほ

と
ん
ど
断
片
的
な
も
の
と
な
り
、
内
容
は
原
発
事
故
が
中
心
と
な
っ
た
。

　
『
四
川
日
報
』
は
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
１
か
月
間
連
続
し
て
報
道

し
た
が
、
そ
の
趣
旨
は
『
人
民
日
報
』
と
ほ
ぼ
変
わ
り
な
く
、
４
月
12
日
に
、
地

震
発
生
後
１
か
月
後
に
強
い
余
震
が
日
本
を
襲
う
と
い
う
記
事
が
最
後
で
、
こ
れ

以
降
は
連
続
し
た
報
道
は
な
く
な
り
、
四
川
地
震
復
興
に
関
す
る
記
事
が
中
心
と

に
対
し
、
中
国
語
で
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
救
援
隊
員
が
感
動
し
て
い
る
こ
と
を

報
道
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
災
害
を
前
に
両
国
国
民
が
過
去
を
忘
れ
、
日
本

の
震
災
後
の
復
興
を
期
待
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
報
道
の
主
流
で
あ
っ
た
。
３
月

20
日
に
は
救
援
隊
が
日
本
で
の
救
援
活
動
を
終
え
、
３
月
21
日
に
帰
国
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
も
こ
の
記
事
を
載
せ
、
中
国
救
援
隊

と
地
元
の
人
と
の
別
れ
、
日
本
外
務
省
職
員
に
よ
る
惜
別
の
言
葉
を
報
じ
て
い
る
。

　
福
島
原
発
事
故
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
２
０
１
１
年
３
月
13
日
の
記
事
で
あ
る
。

福
島
原
発
事
故
は
中
国
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
が
、中
国
政
府
は
当
時
「
両

会
」
の
開
催
中
で
あ
り
、
社
会
の
安
定
を
考
慮
し
て
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

が
中
国
に
影
響
す
る
こ
と
を
強
く
否
定
し
た
。
し
か
し
現
状
で
は
、
報
道
機
関
の

内
容
に
不
信
感
を
持
つ
人
が
多
く
あ
っ
た
。
民
間
で
は
塩
を
食
べ
る
と
放
射
能
汚

染
を
予
防
で
き
る
と
い
う
噂
が
流
れ
、
中
国
各
地
の
ス
ー
パ
ー
で
は
塩
が
売
り
切

れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
中
国
政
府
は
ほ
ぼ
毎
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
、

原
発
事
故
に
よ
る
中
国
へ
の
影
響
に
つ
い
て
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。『
人
民
日
報
』

は
３
月
24
日
以
降
、
記
事
の
主
要
な
注
目
点
は
、
福
島
原
発
事
故
に
あ
っ
た
。「
日

本
の
原
発
事
故
は
わ
が
国
の
環
境
、
健
康
に
影
響
が
な
い
」
と
中
国
国
民
を
安
心

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
３
月
25
日
の
１
面
の
記
事
に
も
、
日
本
の
原
発
事
故
は

中
国
近
海
地
域
に
影
響
が
な
い
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
『
人
民
日
報
』
は
、
２
０
１
１
年
４
月
４
日
ま
で
に
連
続
報
道
が
終
わ
り
、
そ
の

後
は
断
続
的
に
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
報
道
を
行
い
、
２
、３
日
に
１
回
と
い
う

ペ
ー
ス
で
関
連
報
道
を
載
せ
て
い
る
。
４
月
８
日
に
中
国
駐
日
大
使
館
の
公
式
発

表
を
載
せ
、
東
日
本
大
震
災
で
８
人
の
中
国
人
の
死
亡
を
確
認
し
、
中
国
国
民
も

被
害
を
受
け
た
事
を
論
じ
た
。
ま
た
、２
０
１
１
年
４
月
15
日
の『
人
民
日
報
』は
、

在
日
中
国
留
学
生
の
現
状
を
報
じ
、
留
学
生
の
震
災
後
の
生
活
状
況
を
紹
介
し
た
。

こ
の
記
事
は
日
本
国
内
に
お
い
て
、
地
震
発
生
後
、
多
く
の
中
国
人
が
慌
て
て
帰

国
し
た
こ
と
へ
の
批
判
に
対
す
る
反
論
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。

　
そ
の
後
、『
人
民
日
報
』
は
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
報
道
も
、
最
初
の
時
期
に

１
～
３
面
の
「
要
聞
」
コ
ラ
ム
か
ら
、「
天
下
」
と
い
う
４
面
の
コ
ラ
ム
へ
と
移
っ

写�真５　『人民日報』が2011年４月２日４面に掲載した新華社記者が撮影した写
真で、中国救援隊が見つかった遺体を運ぶ様子

各分野での震災後の取り組み
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な
っ
た
。

　
⑵　
東
日
本
大
震
災
の
周
年
に
つ
い
て
報
道
し
て
い
る
の
か

　
中
国
で
は
毎
年
３
月
が
全
人
代
と
政
治
協
商
会
議
を
開
催
す
る
時
期
で
あ
る
た

め
、
重
要
な
ニ
ュ
ー
ス
で
な
い
限
り
、『
人
民
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
比
較

的
少
な
く
、
国
際
ニ
ュ
ー
ス
も
量
的
に
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
２
０
１
２
年
３
月
11
日
、『
人
民
日
報
』
４
面
に
は
「
日
本
は
大
地
震
一
周
年
を

記
念
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
東
京
で
追
悼
式
が
開
か
れ
、
天
皇
陛
下
と
野
田
総

理
（
当
時
）
が
参
加
し
た
こ
と
を
報
じ
た
。
３
月
12
日
に
は
、『
人
民
日
報
』
の
記

者
が
宮
城
県
石
巻
市
や
中
国
救
援
隊
が
救
援
活
動
を
行
っ
た
大
船
渡
市
な
ど
の
地

域
を
訪
ね
、
被
災
地
の
現
状
を
報
じ
、
多
く
の
地
域
で
再
建
の
め
ど
が
立
っ
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
『
四
川
日
報
』
は
１
周
年
の
３
月
11
日
に
、「
日
本
地
震
一
年
重
建
纸
上
谈
兵
」（
日

本
地
震
一
年
、
再
建
は
机
上
の
空
論
）
と
の
タ
イ
ト
ル
で
、
新
華
社
通
信
に
よ
る

２
千
５
０
０
字
の
文
章
で
東
日
本
大
震
災
を
取
り
上
げ
、
災
害
が
発
生
し
て
か
ら

１
年
を
経
て
も
、
被
災
地
は
依
然
と
し
て
悲
惨
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
３
月
12
日
に
は
、
地
震
１
周
年
、
２
０
１
２
年
３
月
12
日
『
四
川
日
報
』
８

面
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
日
本
に
お
け
る
原
発
反
対
の
デ
モ
の
様
子
で
あ
る
。

　
国
民
が
憤
怒
で
デ
モ
を
行
う
事
を
報
じ
、
地
震
災
害
が
大
き
か
っ
た
岩
手
県
の

再
建
が
遅
れ
て
お
り
、
国
民
が
不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
３
月
14

日
に
は
、
福
島
原
発
事
故
の
た
め
、
そ
の
地
域
の
幼
児
は
甲
状
腺
ガ
ン
を
発
す
る

危
険
性
が
増
し
て
い
る
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。

　
２
０
１
２
年
９
月
尖
閣
諸
島
国
有
化
に
と
も
な
い
、
日
中
関
係
が
１
９
７
２
年

日
中
国
交
回
復
以
来
最
悪
の
状
態
に
冷
え
込
ん
だ
。
東
日
本
大
震
災
２
周
年
の

２
０
１
３
年
３
月
、
中
国
で
は
習
近
平
が
国
家
主
席
に
就
任
し
、
新
た
な
国
家
指

導
部
が
船
出
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
日
中
関
係
改
善
の
兆
し
が
見
え
て
こ
な
い
た
め
、『
人
民
日
報
』
に
は

２
０
１
３
年
３
月
11
日
の
前
後
５
日
間
、
東
日
本
大
震
災
２
周
年
に
関
す
る
記
事

は
な
か
っ
た
。

　
２
０
１
３
年
３
月
12
日
の
『
四
川
日
報
』
に
は
、「
日
本
大
震
災
後
の
復
興
は
責

任
が
重
大
で
道
は
遠
い
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。
内
容
は
２
０
１
２
年
末
に
日

本
政
府
が
公
開
し
た
情
報
で
は
、
海
岸
防
波
堤
の
建
設
は
26
％
し
か
完
成
し
て
お

ら
ず
、
農
耕
地
が
震
災
前
の
33
％
し
か
復
元
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
住
民
が
最
も

関
心
を
寄
せ
て
い
る
住
宅
建
設
は
遅
れ
て
お
り
、
多
く
の
被
災
者
が
仮
設
住
宅
に

住
ん
で
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

　
２
０
１
３
年
12
月
27
日
、
安
部
総
理
は
政
権
発
足
の
１
年
後
に
靖
国
神
社
を
参

拝
し
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
冷
え
込
ん
で
い
た
日
中
関
係
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
。

写真６　�2012年３月12日『四川日報』８面に掲載された日本の原発反対のデモ
　�１周年の３月11日に、「日本地震一年重建纸上谈兵」（日本地震１年、再建は机
上の空論）というタイトルで、2千 500字程の文章で東日本大震災による原発
事故のため、福島の幼児は甲状腺ガンを発する危険性が増しているという記事が
あった。

海外メディアの東日本大震災に対する報道
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が
到
達
し
た
高
さ
に
し
っ
か
り
と
印
を
刻
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
過
去
に
起
こ
っ
た

災
害
の
教
訓
を
人
々
に
伝
え
、当
時
の
記
録
を
残
す
こ
と
で
も
あ
る
。そ
し
て
、人
々

に
万
が
一
の
際
に
は
、
逃
げ
る
勇
気
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
地
震
は
人
類
の
災
難
で
あ
り
、
中
国
で
も
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
道
す
る
際

に
は
、
政
治
に
利
用
さ
れ
ず
、
と
も
に
災
害
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
、
改
め
て

理
解
で
き
た
。

写
真
７
　
写
真
は
、

2012
年
３
月

12
日
『
四
川
日
報
』
８
面
に
掲
載
し
た
日
本
原
発
反
対
の
デ
モ

そ
れ
と
直
接
関
連
す
る
の
か
否
か
、
推
測
不
能
だ
が
、
本
来
な
ら
震
災
後
、
特
に

周
年
に
あ
る
と
、
人
々
の
中
で
地
震
が
人
類
に
も
た
ら
し
た
悲
惨
な
状
況
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
、
ど
ん
な
メ
デ
ィ
ア
で
も
記
念
す
べ
き
文
章
を
掲
載
す
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が『
人
民
日
報
』と『
四
川
日
報
』は
２
０
１
４
年
３
月
12
日
に
、

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
報
道
で
は
、
福
島
原
発
事
故
が
中
心
で
、
日
本
政
府
が

原
発
事
故
の
解
決
を
進
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
特
記
し
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
11
月
に
中
国
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
で
、
日
中
首
脳
の
会

談
が
実
現
し
た
が
、
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
、
日
中
関
係
は

確
か
な
前
進
も
確
認
で
き
な
い
状
態
の
中
、
東
日
本
大
震
災
４
周
年
に
あ
た
る

２
０
１
５
年
３
月
11
日
、
12
日
に
は
、『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
と
も
に
関

連
す
る
記
事
が
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　
筆
者
は
宮
古
市
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
記
憶
伝
承
事
業
の
調
査
に
参
加
で
き

た
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
経
験
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
筆
者
を
連
れ
て
調

査
し
て
い
る
岸
先
生
は
、
編
集
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
同
時
に
、
宮
古
市
民
で
被

災
者
の
１
人
で
も
あ
る
。
調
査
の
際
に
、「
万
里
の
長
城
」
か
ら
遠
い
海
を
眺
め
な

が
ら
、「
津
波
の
時
の
海
が
異
常
に
青
か
っ
た
」
と
言
い
、
目
の
奥
に
地
震
災
害
に

対
す
る
恐
ろ
し
さ
が
読
み
取
れ
た
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
８
月
、
神
田
先
生
と
一

緒
に
被
災
し
た
三
陸
の
海
岸
地
域
に
沿
っ
て
車
で
走
っ
た
。
な
る
べ
く
海
岸
沿
い

を
走
ろ
う
と
い
う
目
的
で
あ
っ
た
が
、
沿
岸
に
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
状
況
が
続

い
て
い
た
た
め
に
、
な
か
な
か
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。
大
津
波
が
襲
っ
た
痕
は

多
く
の
地
域
に
依
然
と
し
て
そ
の
痕
跡
が
深
く
残
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
福
島
原
発
事
故
の
周
辺
に
は
、道
路
の
そ
ば
に
立
派
な
家
が
数
多
く
残
っ

て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
に
は
誰
も
住
ん
で
お
ら
ず
、
ま
る
で
無
人
の
城

下
町
の
よ
う
に
感
じ
取
れ
た
。

　
「
天
災
は
忘
れ
ら
れ
た
頃
に
来
た
る
」
と
い
う
言
葉
が
今
で
も
筆
者
の
心
に
響
い

て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
地
震
災
害
は
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
も
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
今
日
、
津
波
が
あ
っ
た
地
点
で
は
必
ず
町
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
、
か
つ
て
津
波

各分野での震災後の取り組み




